
はじめに

平成１２年，徳島県では，医療，行政，学校，学術，地

域が一体となって小児期からの健康教育を進めるため，

徳島県医師会学校医部会内に小児生活習慣病予防対策委

員会が発足した。徳島県における小児期からの生活習慣

病予防対策を効果的に推進するためには，まず，県下の

児童生徒の健康状態の現状を把握する必要があり，基礎

データを集めることを目的として，県下全域における小

中学生の体格について集計１）が行われている。

県下全ての小中学校の児童生徒を対象とした体格調査

を実施した例はない。永田らは，都市学童の身長別体重

分布の検討２）および京都市立小中学生の身長体重同時分

布（昭和４１年と昭和５１年との比較）３）を報告しているが，

京都市立小中学校の中から１／２（昭和４１年）または１／５（昭

和５１年）の抽出であった。

また，以前から徳島県の子供は全国の子供と比較する

と肥満傾向にあるのではないかと言われているが，もと

もと肥満傾向にあるなら，全国の数字を用いて比較する

と，肥満児の率が高率になると推測される。さらに，肥

満傾向があるにしても県内全ての地域でそのような傾向

があるのかという疑問もある。ところが，県内の小中学

校で基準として使用されている体重（いわゆる標準体

重）は，日比式４），村田式５），伊藤式６）や健康管理ソフト

に自動的に組込まれているものなど様々であるため比較

できずにいた。

そこで，各地域から身長および体重のデータを集め，

より適正な標準体重を設定すること，および，県内の小

中学校で使用する標準体重を統一し，地域ごとの比較を

可能とすることを目的に集計と解析が行われている。得

られたデータは，今後，徳島県における小児の生活習慣

病予防対策活動が展開していく基本的なデータとなる。

調査の概要

身長・体重の集計は，徳島県における全ての小中学校

の児童生徒を対象に行われ，解析には，養護学校を除く

ほぼ全ての小中学校の児童生徒のデータが使用されてい

る。そのため，標本抽出による誤差を考慮する必要がな

い。平成１２年度は徳島県内の小学校（含分校）２４７校，

中学校９５校の児童生徒で，男子３８，２７９人，女子３６，５８０人，

総計７４，８５９人，平成１３年度は小学校（含分校）２４７校，

中学校９４校の児童生徒で，男子３７，１９８人，女子３５，５０８人，

総計７２，７０６人である。詳しい内訳は表１に示すとおりで

ある。
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表１ 人数の内訳

学 年
平成１２年 平成１３年

男子 女子 男子 女子

小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
中学１年生
中学２年生
中学３年生

３，８０１
３，９３０
３，９６１
４，０２３
４，２８６
４，５１７
４，３７６
４，５２９
４，８５６

３，６２５
３，７４８
３，８５３
３，９１７
３，９５５
４，２２０
４，１８９
４，４５７
４，６１６

３，８９８
３，８５０
３，９８０
３，９６９
４，０３９
４，３０３
４，３９１
４，２７１
４，４９７

３，６５６
３，６６４
３，６９１
３，９０７
３，９２５
４，０１４
４，１３８
４，１５９
４，３５４

総 計 ３８，２７９ ３６，５８０ ３７，１９８ ３５，５０８
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県教育委員会・市町村教育委員会を通じて，各校の協

力により，児童及び生徒の名前を伏せて，「学年」，「性

別」，「体重」，「身長」についてのデータが収集されてい

る。平成１２年度の計測は平成１２年４月から６月の間に，

平成１３年度の計測は平成１３年４月から６月の間に各校で，

「児童生徒の健康診断マニュアル」７）に基づき実施され

たものである。身長，体重とも小数点第１位まで記入さ

れており，学校保健統計８）の調査法とは異なる。

収集した身長，体重の数値より，BMI（Body Mass Index

＝体重（�）／［身長（�）］２）が算出され，男女とも身長，
体重，BMIそれぞれにおいて，全体および学年別にヒ

ストグラム等を作成した。

学年別の分布

図１に男子，図２に女子の，学年別の身長分布，体重

分布および BMI分布を示す。左の列から，身長分布，

体重分布，BMI分布で，上の段から下に向かって，学

年が上がる。身長の分布は１００～１８５�間において，横軸
に身長，縦軸に人数をとり，身長を１�ごとに区分した
ヒストグラムで表されている。体重の分布は１０～１００�
間において，横軸に体重，縦軸に人数をとり，体重を１

�ごとに区分したヒストグラムで表されている。BMI

の分布は１０～４５間において，横軸に BMI，縦軸に人数

をとり，BMIを０．５ごとに区分したヒストグラムで表さ

れている。

図３～５については，それぞれ，図３（平成１２年・女

子）は身長，図４（平成１２年・女子）は体重，図５（平

成１２年・女子）は BMIについての人数分布で，上図は

学年ごとの人数分布を１つに合わせた図，下図は小学１

年生から順に中学３年生まで，学年ごとの人数の累積を

表したものである。今回は，女子のデータを中心に述べ

る。

学年別の身長分布〔図１（左の列），図２（左の列）およ

び図３（上図）〕は，小学２年生を除いて正規分布であ

り，学年が進むにつれて分布域を増し，変動係数が最も

大きくなる学年は，男子は中学１年生，女子（表２‐１）

は小学５年生である。成長するに従って個人差が出てく

ることが大きな理由の一つとして挙げられ，最も成長が

著しい時期に，バラツキも増す。それらの学年では，思

春期に入る児童も入らない児童も同じ学年にいるため，

バラツキが最も大きいが，次の学年ではほとんどの児童

が思春期に入り，変動係数が減少したと考えられる。中

学３年生では収束してきている。また，同年の学校保健

統計による全国値と比較するため，全国値を既知とした

母平均の検定を行うと，男子で小学６年生と中学２年生，

女子（表３‐１）で小学１年生において有意に大きいが，

その他は変らず，全国の傾向とあまり違わない。

学年別の体重分布〔図１（中の列），図２（中の列）

および図４（上図）〕は，身長に比べてピークが急峻で

あるが，各学年とも重い方に裾野を持つ分布で，学年が

進むにつれて分布範囲が増加し，最頻値の人数が減少す

る傾向にある。小学校低学年では分布域が狭いが，学年

が進むにつれて分布域が広がる事実は，身長以上に個人

差が出てくることを示している。男子は小学４年生から

中学１年生，女子（表２‐２）は小学５年生で変動係数

が大きく，成長によるバラツキが大きいことが分かる。

身長の変動係数と比較すると，４～５倍の値を示してい

る。また，同年の学校保健統計による全国の平均値と比

較（表３‐２）すると，小学５年生以上において全国の

平均値より１�以上多く，全国値を既知とした母平均の
検定を行うと，全ての学年で有意差がみられる。

学年別の BMI分布〔図１（右の列），図２（右の列）

および図５（上図）〕は身長や体重と比較すると，尖っ

たヒストグラムになっている。分布の形は身長や体重と

比べて学年による違いはあまり見られず，学年が上がる

と全体として少しずつ右に移動する。女子については，

中学２年生，３年生では男子は BMIの平均値近傍にピー

クがあるのに対し，女子では平均値より下にピークがあ

ることにより，やや異なった形に見える。また，小学１

年生，小学２年生では変動係数が小さいが，小学校高学

年では変動係数が大きくなる。変動係数（表２‐３）に

関しては，学年とともに増加していくが，小学５年生で

最大値１７．４７％を示し，再び小さくなっていく。また，同

年の学校保健統計による全国の平均値と比較（表３‐３）

すると，中学生においては，全国の平均値より１以上多

く，全国値を既知とした母平均の検定を行うと，全ての

学年で有意な差がみられる。

全体の分布

全体のヒストグラムを比較すると，身長，体重，BMI

は，それぞれ形が異なっている。

全体の身長分布〔図３（下図）〕は，男女とも明らか

に二峰性のヒストグラムである。男子においては１５２�，
女子においては１３９�のところで，その値を示す人数が
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図１ 学年別の身長，体重，BMIのヒストグラム（平成１２年・男子）。左の列から，身長分布，体重分布，BMI分布。上の段から下に向
かって，学年が上がる。
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図２ 学年別の身長，体重，BMIのヒストグラム（平成１２年・女子）。左の列から，身長分布，体重分布，BMI分布。上の段から下に向
かって，学年が上がる。
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表２‐１ 身長の平均値，標準偏差，変動係数，歪度，尖度，正規性の検定（平成１２年・女子）

学 年 平均値
（�）

標準偏差
（�）

変動係数
（％）

歪度 尖度 正規性の検定
P値

小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
中学１年生
中学２年生
中学３年生

１１６．００
１２１．７６
１２７．４３
１３３．６７
１４０．４１
１４７．２５
１５２．２１
１５５．１４
１５６．３１

４．９１
５．１０
５．５７
６．２３
６．７６
６．６６
５．８７
５．５５
５．３３

４．２３
４．１９
４．３７
４．６６
４．８１
４．５２
３．８６
３．５８
３．４１

０．０７３
０．０５５
０．１８６
０．１３４
０．０１８
－０．１８７
－０．２１６
－０．０３６
－０．１８２

－０．０６３
０．２１７
０．２４７
０．１９８
－０．２１４
－０．１０４
０．２５５
０．４８２
１．２８６

０．０４４
０．０７４
＜０．００１
＜０．００１
０．０２３
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１

表２‐２ 体重の平均値，標準偏差，変動係数，歪度，尖度，正規性の検定（平成１２年・女子）

学 年 平均値
（�）

標準偏差
（�）

変動係数
（％）

歪度 尖度 正規性の検定
P値

小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
中学１年生
中学２年生
中学３年生

２１．６８
２４．２７
２７．４３
３１．２９
３６．０１
４１．２５
４６．１２
４９．３７
５１．２２

３．７４
４．４４
５．６０
６．８２
８．３４
９．１０
９．１９
９．０５
８．５０

１７．２６
１８．２８
２０．４０
２１．７８
２３．１７
２２．０５
１９．９３
１８．３３
１６．６０

１．３９４
１．４７８
１．５１３
１．２７１
１．６２３
１．０６２
１．０９９
１．２６３
１．２６３

３．２６５
３．８４７
３．７２０
２．３５２
８．１４９
２．１４７
２．９４８
３．１１０
３．５０８

＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１

表２‐３ BMIの平均値，標準偏差，変動係数，歪度，尖度，正規性の検定（平成１２年・女子）

学 年 平均値 標準偏差 変動係数
（％）

歪度 尖度 正規性の検定
P値

小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
中学１年生
中学２年生
中学３年生

１６．０４
１６．２８
１６．７８
１７．３８
１８．１２
１８．８９
１９．８２
２０．４６
２０．９４

２．０１
２．１４
２．４９
２．７９
３．１７
３．２８
３．３１
３．３０
３．１６

１２．５２
１３．１６
１４．８６
１６．０３
１７．４７
１７．３６
１６．７２
１６．１４
１５．０９

１．９２６
１．６２８
１．４９１
１．３７１
２．１５６
１．３８４
１．２６１
１．４２３
１．４０９

８．５９５
４．０５１
３．３５５
２．５０７
１７．５９８
３．３４５
２．８５６
３．４８０
３．８３４

＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
＜０．００１
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表３‐１ 身長の平均値・標準偏差について全国と比較（平成１２年・女子）

身 長

学 年 平均値 平均値の差 標準偏差 P

徳島 全国＊ 徳島－全国＊ 徳島 全国＊

小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
中学１年生
中学２年生
中学３年生

１１６．０
１２１．８
１２７．４
１３３．７
１４０．４
１４７．３
１５２．２
１５５．１
１５６．３

１１５．８
１２１．７
１２７．５
１３３．５
１４０．３
１４７．１
１５２．１
１５５．１
１５６．８

０．２
０．１
－０．１
０．２
０．１
０．２
０．１
０．０
－０．５

４．９１
５．１０
５．５７
６．２３
６．７６
６．６６
５．８７
５．５５
５．３３

４．８７
５．１３
５．５７
６．１７
６．７９
６．６７
５．９３
５．４０
５．３０

＜０．０５
n. s.
n. s.
n. s.
n. s.
n. s.
n. s.
n. s.
n. s.

表３‐２ 体重の平均値・標準偏差について全国と比較（平成１２年・女子）

体 重

学 年 平均値 平均値の差 標準偏差 P

徳島 全国＊ 徳島－全国＊ 徳島 全国＊

小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
中学１年生
中学２年生
中学３年生

２１．７
２４．３
２７．４
３１．３
３６．０
４１．３
４６．１
４９．４
５１．２

２１．３
２３．８
２７．０
３０．７
３４．９
４０．１
４５．０
４８．３
５０．７

０．４
０．５
０．４
０．６
１．１
１．２
１．１
１．１
０．５

３．７４
４．４４
５．６０
６．８２
８．３４
９．１０
９．１９
９．０５
８．５０

３．５５
４．２２
５．２６
６．４１
７．５１
８．３５
８．５９
８．２４
７．９５

＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１

表３‐３ BMIの平均値・標準偏差について全国と比較（平成１２年・女子）

Ｂ Ｍ Ｉ

学 年 平均値 平均値の差 標準偏差 P

徳島 全国＊ 徳島－全国＊ 徳島 全国＊

小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
中学１年生
中学２年生
中学３年生

１６．０
１６．３
１６．８
１７．４
１８．１
１８．９
１９．８
２０．５
２０．９

１５．８
１６．０
１６．５
１７．１
１７．６
１８．２
１８．７
１９．１
１９．６

０．２
０．３
０．３
０．３
０．５
０．７
１．１
１．４
１．３

２．０１
２．１４
２．４９
２．７９
３．１７
３．２８
３．３１
３．３０
３．１６

－
－
－
－
－
－
－
－
－

＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１
＜０．０１

＊H１２学校保健統計
（調査対象者数：小学校２７０，７２０人，中学校２２５，６００人。一県あたりの標本数・女子４２０‐８００人）
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最も少ない極小点が見られる。その理由として，第二次

成長のスパートにより，各個人がその辺りの身長を早く

通り過ぎてしまうことが推察される。本研究は横断研究

であり，個人を縦断的に研究しているわけではないが，

男子がもっとも身長が伸びている時期は１５２�に相当し，
女子ではこれが１３９�であることが分かる。男子の１５２�
は小学６年生から中学１年生にかけての時期で，１５２�
における体重中央値は４５�である。女子の１３９�は小学
４年生から５年生にかけてであり，１３９�における体重
中央値は３４�である。
全体の体重分布〔図４（下図）〕については，身長分

布ほどには，明確な谷が観察されない。体重の増加は身

長より個人差が大きく，ある時期に一様に増加するもの

ではないからと考えられる。極小の領域は，女子では３３～

３８�であり，男子でははっきりしないが，あえて選ぶな
ら，４０～４５�である。このように考えた場合，女子では
体重が増えだすと比較的すぐに身長が伸びだす傾向があ

るのに対し，男子では身長と体重の増加のピークがずれ

ており，先に体重が増えた後に身長が伸びる傾向がある。

全体の BMI分布〔図５（下図）〕については，男女と

もにバラツキの少ないヒストグラムであり，身長や体重

のような凹凸はみられない。

おわりに

以上のことから，身長，体重，BMIとも，小学校高

学年から中学生にかけて最も個体差が大きく，この時期

に標準体重の２０％以上として肥満傾向とされる児の割合

図３ 身長における学年ごとの人数分布（上）と全体の重ね図
（下）（平成１２年・女子）。それぞれ，身長，体重，BMI
についての人数分布。上図は，学年ごとの人数分布を１つ
に合わせた図。下図は，学年ごとの人数を，小学１年生か
ら順に積み上げた図。

図４ 体重における学年ごとの人数分布（上）と全体の重ね図
（下）（平成１２年・女子）。それぞれ，身長，体重，BMI
についての人数分布。上図は，学年ごとの人数分布を１つ
に合わせた図。下図は，学年ごとの人数を，小学１年生か
ら順に積み上げた図。
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が増加すると考えられる。また，徳島県は全国の平均値

と比較して，身長は同程度であるが，体重，BMIとも

上回っていることが確認され，これが体質的なものか，

環境によるものか，今後，さらなる研究が必要である。

今回，平成１２年度および１３年度の徳島県におけるほぼ

全数の児童生徒の体格の現状を把握したことは，基礎

データ収集という意味だけでなく，地域の理解と協力を

示すものであり，今後，地域における生活習慣病予防対

策を連携して効果的に推進するための大きな手がかりに

なったと考えられる。今後，経年的にデータ収集を行い，

より詳しい解析を行う予定である。
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SUMMARY

The height and weight of all 74,859 students attending to the primary and junior-high

schools in the Tokushima prefecture were gathered for the purpose of data collection for the

committee for prevention of life style related disease. The measurement was performed

between April and June, 2000 according to the methods recommended by the Japanese

government. The histograms of height of each sex and age group showed clear normal

distribution. On the other hands, the histograms of weight and Body Mass Index (BMI)

showed the deviation towards the heavier part. We draw histograms of all males and all

females, and found the existence of two peaks in both of the histograms. We recognized

that the middle depressed part, which means the less person of that height, indicates the

peak of growth. The most bottoms were 139cm-140cm in female and 152cm-153cm in male.

Key words : height, weight, BMI, primary schools and junior-high schools
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